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研究成果の概要（和文）：本研究では、箱庭作成時の行動プロセスにおける全体動作、パーツ選

択時間、移動距離などに対して、動画像の分析による行動特性の把握を目的に実験を行った。

箱庭作成過程における被験者の動きを動画解析し、その結果をグラフにより可視化した。その

結果、被験者毎に作成行動パターンに特徴があり、いくつかのタイプに分類されることが分か

った。 

 

研究成果の概要（英文）：This study was conducted in order to achieve a more objective 

interpretation in sandplay therapy. For an objective index, we employed behavior analysis 

in the process of creating a sandtray and checking the head movement. Software analyzed 

the subject’s behavior, especially head movement.  As a result, our behavior analysis 

reveals the possibility of supplementing an objective interpretation. 
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１．研究開始当初の背景 

 

箱庭療法は他国と比較し日本において多

用されており、日本のカウンセリング場面に

おいて重要な役割を担っている。箱庭療法は

それを作製すること自体が治療であり、カタ

リシス効果があるとされている。また、上述

したように箱庭を作製する際のアイテム選

択、アイテムを設置する順番、設置する速度

などを観察することにより、クライアントの

持っている抑圧されている無意識や人間関

係の葛藤といったクライアントの内面が表

出されるとされる。このような情報を得る手
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段としてビデオによる録画結果をビデオで

観察しなおすことが考えられる。しかし、ビ

デオの観察結果を客観的に測定する研究は

あまりなく、人の目による行動判定が一般的

に主な観察結果の分析手段となっている。 

 

２．研究の目的 

心理学と情報工学の融合による学際領域

における研究を行う。心理療法として用いら

れている箱庭療法は、出来上がった箱庭作品

の結果のみならず、その作製過程を観察する

ことが大変重要であり意義のあることであ

る。なぜなら、箱庭療法では選択したアイテ

ムの種類、選択したアイテムをおく早さや場

所が、アイテムに対する受け入れや抵抗、つ

まり他者や物に対するこだわりや想いを知

る上で重要となるからである。このようなデ

ータをすべて取得し、客観的にかつ詳細に分

析し、工学的手法を用いて箱庭療法の作製過

程を明らかにし、対象者に対する深い理解を

促していくことを目的とする。さらには、作

製過程のパターンからの被験者の自動類別

化も視野に入れる。 

そして、日本において行われることの多い箱

庭療法の米国における妥当性を検討すると

同時に、日本と米国との箱庭療法の作製過程

に関する比較を行う。 

 

３．研究の方法 

実際の箱庭療法の作製過程をビデオで撮

影し、多くの事例を収集する。本研究におけ

る箱庭療法の被験者の対象をより一般的に

するために、米国でも事例収集を行う。収集

されたビデオデータを箱庭療法の専門家の

協力を得ながら、作製過程の行動パターンに

関して、注視すべき被験者の身体の部位や箱

庭のアイテムを洗い出す。これらの結果を基

に、作製過程パターンのグラフ変換プロセス

による定式化に着手する。 

 以下、時系列で具体的な内容を列挙する。 

（１） 日本国内で箱庭療法を実施し、ビデ

オ撮影を行う。ビデオデータを収集する。同

じ被験者に対して、箱庭療法以外の他の心理

検査も合わせて実施する。 

（２） アメリカで、で箱庭療法を実施し、

ビデオ撮影を行う。同じ被験者に対して、箱

庭療法以外の他の心理検査も合わせて実施

する。 

（３） 日本国内とアメリカで収集したビ

デオデータを分析する。その際、箱庭療法の

作製過程において心理的観点から重要とな

るアイテム・要因・パラメータの抽出を行う。 

（４） 箱庭療法以外の他の心理検査の結

果と、抽出した箱庭療法の作製過程における

重要アイテムの動きのパターンとの関係に

ついて検討する。 

（５） 抽出された箱庭療法の作製過程に

おける重要アイテムの動きのパターンを自

動認識および自動蓄積の観点から、グラフ化

してパターンのモデル化を検討する。 

 

４．研究成果 

 本研究では、箱庭作成時の行動プロセス

（全体動作、パーツ選択時間、移動距離など）

の動画像の分析による行動特性の把握を目

的に実験を行った。その一部を以下に成果と

して報告する。 

 

（１）実験方法と解析について 

①実験方法 

被験者は箱庭療法を行なったことのない

学生（日本人 10 名、アメリカ 10 名の計 20

名）である。実験場所は、他に注意が向かな

いように静かな室内で行った。調査日時は

2011 年の 6月から 10 月の期間で行った。 

 



 

 

②解析方法 

箱庭作成中の動きをビデオカメラで記録し、

運動解析ソフトウェア（株式会社ディテクト

製）を用いて、記録した動画の行動分析を行

った。 解析する点は頭と右手としてプロッ

トした。 

③結果 

被験者 A（日本）の箱庭療法の結果を図１

に示し、記録した動画を解析し、頭の行動を

図 2のように可視化した。箱庭の正面から見

て X 軸は被験者の横の動きを、Y 軸は縦の動

きを示している。同様に被験者 B（アメリカ）

の箱庭療法の結果を図 3に示し、記録した動

画を解析し、頭の行動を図 4 のように可視化

し、被験者 C（日本）の箱庭療法の結果を図

5 に示し、記録した動画を解析し、頭の行動

を図 6 のように可視化し、被験者 D（アメリ

カ）の箱庭療法の結果を図 7 に示し、記録し

た動画を解析し、頭の行動を図 8のように可

視化した。 

 

（２）実験結果の考察 

 被験者 Aと被験者 Bの箱庭と頭の行動を比

較してみると、パーツの個数は被験者 Aの方

が多いが動きの頻度からみると被験者 Bの方

が箱庭と棚とを往復する頻度が多く上下の

動きが多いことがわかる。被験者 C と被験者

D の箱庭と頭の行動の比較では、パーツの個

数はあまり変わりはないが上下の動きをみ

ると被験者 Dの方が頭を上下する頻度が多い

ことがわかる。また、被験者 Aの解釈は閉鎖

的で引きこもりがちになっており、脅迫的に

等間隔なため疲れが見える。将来や希望を持

ちたいがリアリティがあって持つことがで

きない。被験者 Bの解釈は孤独がテーマ。自

分の核となるアイデンティティが未成熟な

段階にあり、一方で強く自己形成を望んでい

る。生育史上の複雑さ（現実又は心情的に）

を抱えており、その整理が出来ずにいる状態

である。被験者 Cの解釈は過去（ふるさと）

に情緒的な豊かさが見られるが現在は感情

を抑えて自立しようとしている。たんたんと

したエネルギーをもっている。被験者 D の解

釈は夫婦など恋愛がテーマ。心的な象徴性

（人生、日常にドラマ性を求める）があり、

哲学的思考を好む。やや自己の枠内に留まる

傾向（新たな視点を持たない、変化に脆弱）

があり、周囲からの浸入に対し開かれにくい。

日本とアメリカの全体的な傾向として日本

は上下の動きの頻度が少なく、アメリカの被

験者は比較的全体を見渡して箱庭を制作す

ると思われる。 

 

 

 

 

 

図１ 被験者Ａの箱庭 

 

 

 

 

図 2 被験者Ａの頭の動き 

 

 

 

 

 

図 3 被験者Ｂの箱庭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 被験者 Bの頭の動き 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 被験者 Cの箱庭 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 被験者 Cの頭の動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 被験者 Dの箱庭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 被験者 Dの頭の動き 

 

 

（３）成果の意義と今後 

 本研究では、前述のように、被験者の

作製過程の行動パターンにも無意識を反

映した重要な情報が含まれると考え、心

理学的観点からの知見と情報工学の技術

を融合し、作製過程において心理学的に

意味のある情報を抽出することができた。

抽出したデータを工学的手法で解析し、

分かり易くグラフで視覚的に呈示するこ

とも行った。さらに、グラフのパターン

にタイプが有り、それが被験者の性格な

どを表すことが分かった。このような研

究事例は国内外でも他になく、心理と情

報の融合の新たな研究分野の展開と言え

る。 

 今後は、開始当初の最終目標であった、

箱庭の作製過程の行動パターンを示すグ

ラフの分類にグラフ文法の手法を用いて、

グラフの型判定の自動化などを目指す予

定である。 
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